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就
職
難
の
現
況
と
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
第

六
次
島
原
市
市
勢
振
興
計
画
に
生
か
さ
れ
た
の
か
。

　
　
雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
農
業
を
除
く
ほ
と

ん
ど
の
産
業
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
島
原
公
共
職

業
安
定
所
管
内
の
一
般
求
人
、
求
職
者
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
二
十
二
年
四
月
現
在
の
有
効
求
職
者

数
二
千
五
百
六
人
に
対
し
て
有
効
求
人
数
は
千
百

十
一
人
と
な
っ
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率
は
〇
・

四
四
倍
と
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
雇
用
を
確
保
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

島
原
特
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
流
通
の
強
化
、
企

業
立
地
の
促
進
、
農
商
工
の
連
携
、
人
材
の
育
成

な
ど
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
あ
わ

せ
て
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
空

き
店
舗
対
策
等
に
よ
り
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
契
機
と
し
た
観
光
産

業
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
市
勢
振
興
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
　
財
政
難
に
関
し
て
、
①
島
原
市
の
市
債
残
高
、

②
基
金
の
残
高
、
③
合
併
特
例
債
残
高
は
幾
ら
か
。

　
　
二
十
二
年
度
末
の
見
込
み
で
、
①
約
百
八
十

三
億
円
、
②
約
五
十
五
億
円
、
③
借
り
入
れ
可
能

額
が
約
八
十
九
億
円
で
あ
る
。

　
　
予
算
、
時
期
、
優
先
順
位
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
予
算
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
新
庁

舎
建
設
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
建
設
財
源
と
し
て
交
付
税
措
置
の

あ
る
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
な
ど
、
で
き
る
だ

け
市
の
財
政
負
担
の
少
な
い
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
期
間
は

二
十
七
年
度
ま
で
な
の
で
、
こ
の
期
間
ま
で
の
整

備
を
目
指
し
て
今
年
度
か
ら
庁
舎
整
備
の
た
め
の

基
金
を
積
み
立
て
る
た
め
、
当
初
予
算
に
お
い
て

約
二
億
円
を
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

　
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
建
設
以
外
に
も

生
活
や
産
業
基
盤
の
整
備
、
市
民
生
活
上
で
安
全
・

安
心
に
生
活
し
て
い
け
る
環
境
整
備
、
防
災
、
あ

る
い
は
省
エ
ネ
対
策
、
公
園
整
備
な
ど
が
あ
り
、

特
に
学
校
校
舎
の
建
設
や
耐
震
化
対
策
、
長
崎
国

体
に
向
け
た
準
備
な
ど
早
急
に
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
も
あ
り
、
財
政
的
な
見
通
し
な
ど

十
分
検
討
し
計
画
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
情
報
公
開
は
本
当
に
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か

　
◇
島
原
市
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
の
実
態
と
対
策

　
　
口
蹄
疫
防
疫
対
策
に
つ
い
て
、
本
市
で
も
五

月
二
十
一
日
に
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
が
、
県

と
の
連
携
は
ど
う
か
。

　
　
県
に
お
け
る
防
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

宮
崎
県
か
ら
家
畜
を
導
入
し
た
農
家
の
立
ち
入
り

検
査
が
実
施
さ
れ
、
家
畜
に
異
常
が
な
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
内
の
偶
蹄
類
を
飼

養
す
る
全
農
家
を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
家
畜
の
移
動
自
粛
の
指
導
が
行
わ
れ

た
。
現
地
の
対
策
と
し
て
は
、
全
畜
産
農
家
や
家

畜
市
場
、
と
畜
場
へ
消
毒
薬
を
配
布
し
、
さ
ら
に

他
県
か
ら
来
る
家
畜
関
係
車
両
を
噴
霧
消
毒
す
る

た
め
、
国
道
な
ど
の
県
境
に
七
カ
所
の
消
毒
ポ
イ

ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
本
市
の
防
疫
対
策
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

　
　
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
た
直
後
か
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
島
原
半
島
や
島
原
市
へ
の

口
蹄
疫
ウ
ィ
ル
ス
の
侵
入
防
止
や
、
万
一
発
生
し

た
場
合
の
体
制
整
備
等
に
つ
い
て
対
策
や
検
討
を

行
っ
て
き
た
。
口
蹄
疫
侵
入
防
止
の
水
際
対
策
と

し
て
、
島
原
港
に
お
い
て
県
と
共
同
で
、
五
月
三

日
か
ら
す
べ
て
の
車
両
を
対
象
と
し
て
消
毒
マ
ッ

ト
に
よ
る
車
両
消
毒
を
実
施
、
六
月
十
日
か
ら
は

畜
産
関
係
車
両
の
防
疫
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、

噴
霧
消
毒
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
庁
舎
、

公
民
館
、
島
原
城
等
の
公
共
施
設
、
観
光
施
設
に

お
い
て
人
を
介
し
た
ウ
ィ
ル
ス
侵
入
や
蔓
延
防
止

の
た
め
、
来
庁
者
や
来
客
者
等
の
靴
裏
消
毒
を
実

施
し
て
い
る
。
発
生
し
た
場
合
の
対
策
と
し
て
は
、

殺
処
分
さ
れ
た
家
畜
を
埋
却
す
る
た
め
の
重
機
等

の
手
配
を
建
設
業
協
会
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

埋
却
候
補
地
の
調
査
を
行
っ
た
。
畜
産
農
家
へ
の

防
疫
対
策
と
し
て
は
、
関
係
農
家
へ
畜
舎
進
入
路

の
消
毒
薬
（
消
石
灰
）
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

チ
ラ
シ
を
作
成
、
配
布
し
、
防
疫
対
策
の
徹
底
を

図
っ
て
い
る
。
畜
産
農
家
へ
の
支
援
策
と
し
て
は
、

家
畜
市
場
の
延
期
に
伴
い
適
正
時
期
に
出
荷
で
き

な
か
っ
た
子
牛
等
の
飼
料
代
を
支
援
す
る
た
め
、

六
月
定
例
会
で
予
算
措
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
県
の
な
が
さ
き
農
援
隊
設
置
事
業
の
継
続
は
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い
る
人
の
中
か

ら
、
農
協
が
臨
時
職
員
と
し
て
採
用
し
、
労
働
力

の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
農
家
の
農
作
業
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
三
年
間
の
経
験
を
生
か
し

て
新
た
に
就
農
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
実
施
期
間
が
二
十
三
年
度
ま
で
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
事
業
の
検
証
を
行
い
、
農
作
業

支
援
の
制
度
の
継
続
を
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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財
政
危
機
、就
職
難
と
第

六
次
島
原
市
市
勢
振
興
計
画

　
市
役
所
新
庁
舎
建
設
は
市

民
多
数
の
願
い
か
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